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話題提供趣旨話題提供趣旨

パーソナル・メディアの発信基地であるインパーソナル・メディアの発信基地であるイン
ターネットで，独自の日本的ウェブ文化が形ターネットで，独自の日本的ウェブ文化が形
成される原動力となった成される原動力となったウェブ日記ウェブ日記と，その進と，その進
化形としての化形としてのウェブログウェブログについて紹介するについて紹介する

ウェブ日記やウェブログをウェブ日記やウェブログを書き続ける書き続けるという人という人
間行動は，何に駆動されているものなのかを間行動は，何に駆動されているものなのかを
探る研究を紹介する探る研究を紹介する

インターネット上で展開されるインターネット上で展開されるパーソナル・コパーソナル・コ
ミュニケーションミュニケーションに関する理解を深めるに関する理解を深める
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本研究の本研究の主たる関心主たる関心

人は，ウェブ人は，ウェブ日記・日記・ウェブログウェブログをを

–– なぜ書き続けるのかなぜ書き続けるのか

–– なぜ読み続けるのかなぜ読み続けるのか

–– なぜそこに「コミュニティ」が形成されるのかなぜそこに「コミュニティ」が形成されるのか

関心の所在は，関心の所在は，ウェブウェブ日記や日記やウェブログウェブログにに
関わる人々（個人・集団）の中にある心理的関わる人々（個人・集団）の中にある心理的
過程過程
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話題提供のあらまし話題提供のあらまし

CMCCMCに関する私の研究史に関する私の研究史

ウェブ日記とは何かウェブ日記とは何か

––歴史的経緯・先行研究の結果歴史的経緯・先行研究の結果

ウェブログの登場ウェブログの登場

–– ウェブ日記との異同・新しい側面ウェブ日記との異同・新しい側面

33月実施の調査研究の概要紹介月実施の調査研究の概要紹介

今後の予定とまとめ・展望今後の予定とまとめ・展望
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CMCCMCに関する私の研究・実践史に関する私の研究・実践史

ウェブ日記とは何かウェブ日記とは何か

––歴史的経緯・先行研究の結果歴史的経緯・先行研究の結果

ブログの登場ブログの登場

–– ウェブ日記との異同・新しい側面ウェブ日記との異同・新しい側面

33月実施の調査研究の概要紹介月実施の調査研究の概要紹介

今後の予定とまとめ・展望今後の予定とまとめ・展望
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CMCCMCと私と私
19921992年～年～ パソコン通信パソコン通信を始めるを始める
19951995年～年～ 就職と共に個人就職と共に個人ウェブサイトウェブサイト構築構築
いろんないろんなCMCCMC研究をしています研究をしています
–– WWWWWW掲示板掲示板 篠原・三浦篠原・三浦(1999); (1999); 三浦・篠原三浦・篠原(2001)(2001)

–– 電子ブレスト電子ブレスト 三浦三浦(2001); Miura(2003)(2001); Miura(2003)

–– WebWeb検索検索 三浦・藤原三浦・藤原(2001); Fujihara & Miura(2003)(2001); Fujihara & Miura(2003)

–– コミュニティ支援コミュニティ支援 三浦・藤原三浦・藤原(2003)(2003)

–– チャットチャット 三浦・篠原三浦・篠原(2002); Miura & Shinohara(in press)(2002); Miura & Shinohara(in press)

–– 22ちゃんねるちゃんねる 松村・三浦・柴内・大澤・石塚松村・三浦・柴内・大澤・石塚((20042004))

–– ウェブウェブ日記＋日記＋ウェブログウェブログ
33月実施・現在分析中月実施・現在分析中 with with 山下清美氏＠専大山下清美氏＠専大
社心大会と社心大会と Psychology & IT2004Psychology & IT2004で発表予定で発表予定
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ウェブウェブ日記日記・ウェブログ・ウェブログと私と私
19961996年頃から年頃からウェブ日記開始ウェブ日記開始
少しずつスタイルを変えながら書き続少しずつスタイルを変えながら書き続けけるる

ずっとベタ打ちでずっとベタ打ちでhtmlhtmlを書いていたが，を書いていたが，
2001.102001.10からからtDiarytDiaryを導入を導入し，自動し，自動htmlhtml化化
（明日で（明日でttDDiaryiary執筆開始執筆開始10001000日）日）

20042004よりウェブログも複数作成中よりウェブログも複数作成中

参考文献：参考文献：
––現代のエスプリ「日記コミュニケーション」現代のエスプリ「日記コミュニケーション」(2000)(2000)

ウェブウェブ日記者な心理学者として巻頭対談に参加日記者な心理学者として巻頭対談に参加
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インターネットにおけるウェブインターネットにおけるウェブ

情報データベース情報データベース

––本来目的だった用途本来目的だった用途

––技術者や研究者たちのコミュニティをサポート技術者や研究者たちのコミュニティをサポート

コミュニケーション・メディアコミュニケーション・メディア

––一般社会への爆発的な普及一般社会への爆発的な普及

––個人が送り手になっておこなうパーソナル・コミュ個人が送り手になっておこなうパーソナル・コミュ
ニケーションの場（川上ニケーションの場（川上, 2001, 2001））
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ウェブにおける個人コンテンツウェブにおける個人コンテンツ

ウェブサイト（いわゆるホームページ）構築ウェブサイト（いわゆるホームページ）構築

個人ウェブサイト同士の「弱い紐帯」の強さ個人ウェブサイト同士の「弱い紐帯」の強さ
((GranovetterGranovetter, 1972), 1972)

→電子コミュニティの構築→電子コミュニティの構築

商業的パブリッシングの一環として利用され商業的パブリッシングの一環として利用され
ることの多かった欧米諸国とは趣の異なる，ることの多かった欧米諸国とは趣の異なる，
独自の日本的ウェブ文化の誕生・発展独自の日本的ウェブ文化の誕生・発展
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個人コンテンツの種類個人コンテンツの種類

自分語り自分語り

–– ウェブは「舞台」ウェブは「舞台」

–– プロフィール，仕事，趣味，特技に関する情報プロフィール，仕事，趣味，特技に関する情報

––自分自身の手で作成・更新をおこなう自分自身の手で作成・更新をおこなう

他者との交流他者との交流

––掲示板掲示板(BBS)(BBS)，ゲストブック，チャットルーム，ゲストブック，チャットルーム

–– ウェブサイト作成者はコンテンツの「一参加者」ウェブサイト作成者はコンテンツの「一参加者」

–– 11対対11～巨大コミュニティまでさまざまな形態～巨大コミュニティまでさまざまな形態
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CMCCMCに関する私の研究・実践史に関する私の研究・実践史

ウェブ日記とは何かウェブ日記とは何か

––歴史的経緯・先行研究の結果歴史的経緯・先行研究の結果

ブログの登場ブログの登場

–– ウェブ日記との異同・新しい側面ウェブ日記との異同・新しい側面

33月実施の調査研究の概要紹介月実施の調査研究の概要紹介

今後の予定とまとめ・展望今後の予定とまとめ・展望
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個人コンテンツとしてのウェブ日記個人コンテンツとしてのウェブ日記

初期の頃から個人ウェブサイトの中心的な初期の頃から個人ウェブサイトの中心的な
コンテンツ（酒井コンテンツ（酒井, 1995, 1995））
「自分語り」と「他者との交流」の融合点「自分語り」と「他者との交流」の融合点

–– コンテンツ作成者がウェブサイト作成者本人であコンテンツ作成者がウェブサイト作成者本人であ
ると同時に，他者の参加を積極的に許容し，そこると同時に，他者の参加を積極的に許容し，そこ
に明示的にパーソナル・コミュニケーションが成りに明示的にパーソナル・コミュニケーションが成り
立っている場合が多い立っている場合が多い

––従前の「日記」の定義とのズレ従前の「日記」の定義とのズレ
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日記であって日記ではない日記であって日記ではない??

従前の日記→従前の日記→自己自己を意識を意識

––自分だけの閉じた空間で「秘する」コンテンツ自分だけの閉じた空間で「秘する」コンテンツ

––公開される（た）のは「文学」的価値のある限られ公開される（た）のは「文学」的価値のある限られ
たものだけたものだけ

ウェブ日記→自己＋ウェブ日記→自己＋読者読者を意識を意識

––内容が不特定多数の目に触れる内容が不特定多数の目に触れる//作者自身が触作者自身が触

れてもらいたいと考えているれてもらいたいと考えている

従前の「日記」の枠組みではとらえきれない多様な側面の存在
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ウェブ日記の歴史的経緯ウェブ日記の歴史的経緯

前期：～前期：～19991999年年
–– ウェブページを「自力」で作っていた世代ウェブページを「自力」で作っていた世代

––統一仕様なし統一仕様なし

中期：中期：20002000--20022002
–– 「ウェブ日記」を作成するための無料専用サービ「ウェブ日記」を作成するための無料専用サービ
スの登場（さるさる日記，エンピツなど）スの登場（さるさる日記，エンピツなど）

–– 「自力ではウェブページを作れない」利用者も参「自力ではウェブページを作れない」利用者も参
入してきた世代入してきた世代

––女性の増加女性の増加
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ウェブ日記に関する社会心理学的研究ウェブ日記に関する社会心理学的研究

KawauraKawaura, Kawakami, & Yamashita(1998), Kawakami, & Yamashita(1998)
川浦・山下・川上川浦・山下・川上(1999)(1999)

ウェブ日記の類型化ウェブ日記の類型化

19971997年当時（つまり前期利用者）のウェブ日記作者年当時（つまり前期利用者）のウェブ日記作者

を対象とした質問紙調査を対象とした質問紙調査

ウェブ日記行動の過程を明らかにし，なぜ作者たちウェブ日記行動の過程を明らかにし，なぜ作者たち
がウェブ日記をがウェブ日記を書き続ける書き続けるのかに関する因果モデのかに関する因果モデ
ルの検証ルの検証
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川浦・山下・川上川浦・山下・川上(1999)(1999)ののウェブウェブ日記日記44分類分類
–– 「書く際に意識する対象」：自己「書く際に意識する対象」：自己oror他者他者
–– 「書かれる内容」：事実「書かれる内容」：事実oror心情心情

ウェブウェブ日記日記の類型化の類型化

公開日記型公開日記型日記型日記型

日誌型日誌型備忘録型備忘録型
他者志向自己志向

事 実

心 情
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各類型の比率各類型の比率

13.313.3理由なし理由なし

23.123.1公開日記公開日記

14.314.3狭義の日記狭義の日記

24.124.1日誌日誌

24.424.4備忘録備忘録

公開日記型日記型

日誌型備忘録型

「日記を書く理由」として各タイプの定義に
あたる文章＋「特に理由はない」の5肢から
自分の考えにもっとも近いものを選択させた
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継続意向の因果モデル継続意向の因果モデル
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因果モデルから見たウェブ日記者像因果モデルから見たウェブ日記者像

自己開示機能を日記に見いだす

他者に対して自己がうまく表現できているという満足を感じる

ウェブ日記を書き続ける

常に読者の存在を想定している

自分に対する理解がより深まったと感じる

読者とのコミュニケーションからフィードバックを受ける
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データによる実証データによる実証

ウェブ日記は，「自分語り」と「他者との交流」ウェブ日記は，「自分語り」と「他者との交流」
の融合点の融合点

–– コンテンツ作成者がウェブサイト作成者本人であコンテンツ作成者がウェブサイト作成者本人であ
ると同時に，他者の参加を積極的に許容し，そこると同時に，他者の参加を積極的に許容し，そこ
に明示的にパーソナル・コミュニケーションが成りに明示的にパーソナル・コミュニケーションが成り
立っている場合が多い立っている場合が多い
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CMCCMCに関する私の研究・実践史に関する私の研究・実践史

ウェブ日記とは何かウェブ日記とは何か

––歴史的経緯・先行研究の結果歴史的経緯・先行研究の結果

ブログの登場ブログの登場

–– ウェブ日記との異同・新しい側面ウェブ日記との異同・新しい側面

33月実施の調査研究の概要紹介月実施の調査研究の概要紹介

今後の予定とまとめ・展望今後の予定とまとめ・展望
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ウェブ日記の新しい流れウェブ日記の新しい流れ

前期：～前期：～19991999年年
中期：中期：20002000--20022002
後期：後期：20022002-- ウェブログウェブログ(weblog)(weblog)の登場の登場
––初登場は初登場は19971997年頃のアメリカ年頃のアメリカ

–– 20012001年秋に日本に「輸入」される年秋に日本に「輸入」される

––広義「ウェブで見つけた情報を記録しておくこと」広義「ウェブで見つけた情報を記録しておくこと」

––個人よりもマスメディア主導の色が濃かったアメリ個人よりもマスメディア主導の色が濃かったアメリ
カのウェブ文化において，圧倒的な量で提供されカのウェブ文化において，圧倒的な量で提供され
る情報群を整理・分類（フィルタリング）する試みる情報群を整理・分類（フィルタリング）する試み
として誕生として誕生
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ブログサービスの急増ブログサービスの急増

20002000年頃のウェブ日記レンタルサービス急年頃のウェブ日記レンタルサービス急

増時以上の勢い，大手の参入増時以上の勢い，大手の参入

–– ニフティサーブ：ココログニフティサーブ：ココログ

–– ライブドア：ライブドア：livedoorlivedoor BlogBlog
–– NTTNTTデータ：データ：DoblogDoblog etcetc……

–– ビジネスモデルとして魅力的，らしいビジネスモデルとして魅力的，らしい
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ウェブログの基本形ウェブログの基本形

ウェブ上で発見した情報を，その情報へのリンクとウェブ上で発見した情報を，その情報へのリンクと
ともに掲載するともに掲載する

作者は掲載した情報内容に対するコメントをつける作者は掲載した情報内容に対するコメントをつける

情報情報//作者のコメントに対して読者がコメントすること作者のコメントに対して読者がコメントすること

ができる機能があるができる機能がある

標準化されたツール標準化されたツール(e.g. Movable Type)(e.g. Movable Type)を使ってを使って

作成される作成される

RSSRSS(RDF Site Summary)(RDF Site Summary)により，サイト内情報の見により，サイト内情報の見

出しや要約などのメタデータが構造化され，自動的出しや要約などのメタデータが構造化され，自動的
に作成・公開されるに作成・公開される
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要するにウェブログって要するにウェブログって??

作成者作成者がが何らかの情報へのリンク何らかの情報へのリンクをを日々追日々追
加加してしていくことで運営され，その情報ラインいくことで運営され，その情報ライン
アップがサイトの全体的な雰囲気を形成し，アップがサイトの全体的な雰囲気を形成し，
その記事にその記事に関して関して作成者と読者たち作成者と読者たちののコメンコメン
トが交換されるというトが交換されるという参加型参加型のコンテンツのコンテンツ

作者としての「個」が見える点で巨大掲示板作者としての「個」が見える点で巨大掲示板
（例：（例：22ちゃんねる）などとは異なるちゃんねる）などとは異なる

「まったく新しいパーソナルメディア」ともては「まったく新しいパーソナルメディア」ともては
やすやす無知な無知な専門家もいた専門家もいた
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ウェブログとウェブ日記ウェブログとウェブ日記

技術的な観点から「ウェブログはウェブ日記と技術的な観点から「ウェブログはウェブ日記と
は異なるコンテンツである」と主張する専門家は異なるコンテンツである」と主張する専門家
もいるがもいるが……

公開日記型公開日記型日記型日記型

日誌型日誌型備忘録型備忘録型
他者志向自己志向

事 実

心 情
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筆者らの考え筆者らの考え

ウェブ日記とウェブログは互いに排他的な関ウェブ日記とウェブログは互いに排他的な関
係では係ではないない

活発なコミュニケーション志向，個人の日々活発なコミュニケーション志向，個人の日々
の記録である点など，スタイル的に共通するの記録である点など，スタイル的に共通する
部分が多い部分が多い

（少なくともそこで展開される人間行動を捉え（少なくともそこで展開される人間行動を捉え
ようという観点からすれば）無理に区別するこようという観点からすれば）無理に区別するこ
とに意味を感じないとに意味を感じない



KSPKSP研究会研究会 --JuneJune-- 2828

作者の「語り」の志向性に見る違い作者の「語り」の志向性に見る違い

ウェブウェブ日記日記的コンテンツ的コンテンツ

–– 個人個人drivendriven;; 自己開示自己開示とそこから派生するコミュニとそこから派生するコミュニ

ティによるティによる相互交流相互交流を志向を志向

ウェブログ的コンテンツウェブログ的コンテンツ

–– 情報情報drivendriven;; 情報提供情報提供とそこから派生するコミュニとそこから派生するコミュニ

ティによるティによる知識共有知識共有を志向を志向

川浦らの研究で検討済みの視点

今回検討すべき新しい視点
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用語の再定義用語の再定義

ウェブログウェブログ

––個人の日々の記録であり，なおかつ他者とのコ個人の日々の記録であり，なおかつ他者とのコ
ミュニケーションを志向するウェブ上の個人コンテミュニケーションを志向するウェブ上の個人コンテ
ンツンツ

情報的ウェブログ
(informative weblog)

日記的ウェブログ
(diary-like weblog)
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CMCCMCに関する私の研究・実践史に関する私の研究・実践史

ウェブ日記とは何かウェブ日記とは何か

––歴史的経緯・先行研究の結果歴史的経緯・先行研究の結果

ブログの登場ブログの登場

–– ウェブ日記との異同・新しい側面ウェブ日記との異同・新しい側面

33月実施の調査研究の概要紹介月実施の調査研究の概要紹介

今後の予定とまとめ・展望今後の予定とまとめ・展望
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調査（大）目的調査（大）目的

川浦・山下・川上川浦・山下・川上(1999)(1999)によっておこなわれによっておこなわれ

たウェブ日記作者を対象とした質問紙調査かたウェブ日記作者を対象とした質問紙調査か
ら得られた，ウェブ日記の継続意向におけるら得られた，ウェブ日記の継続意向における
自己開示とその効用に関するモデルをもとに，自己開示とその効用に関するモデルをもとに，
情報提供に関する視点を加えた新たなモデ情報提供に関する視点を加えた新たなモデ
ルの構築をおこない，質問紙調査によって得ルの構築をおこない，質問紙調査によって得
られたデータによってその妥当性を検証するられたデータによってその妥当性を検証する
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調査（小）目的調査（小）目的

最新のデータによって，ウェブログ作成者た最新のデータによって，ウェブログ作成者た
ちの現況を把握し，前回調査との異同を検討ちの現況を把握し，前回調査との異同を検討
するする

情報的情報的//日記的ウェブログを書く人々の意識日記的ウェブログを書く人々の意識

に存在する志向性や意識の違いを明らかにに存在する志向性や意識の違いを明らかに
するための，適切な「ウェブログ度」指標を求するための，適切な「ウェブログ度」指標を求
めるめる
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調査対象者調査対象者

ウェブ日記サービスウェブ日記サービス「はてなダイアリー」「はてなダイアリー」
(URL: http://(URL: http://d.hatena.ne.jpd.hatena.ne.jp/)/)を利用してを利用して

ウェブ上で日記コンテンツを作成・公開していウェブ上で日記コンテンツを作成・公開してい
る個人る個人

はてなダイアリーはてなダイアリー

–– 20032003年年33月サービス開始；調査時点で日本最大月サービス開始；調査時点で日本最大

の利用者を集めていたサービスの利用者を集めていたサービス

––情報的情報的//日記的ウェブログ両方のコンテンツを実日記的ウェブログ両方のコンテンツを実

現することが可能現することが可能
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調査手続き調査手続き

株式会社はてな株式会社はてな に登録に登録IDIDを持つ電子メールを持つ電子メール

アドレスに配信されている「お知らせ」メールアドレスに配信されている「お知らせ」メール
マガジンに調査概要と調査項目を掲載したマガジンに調査概要と調査項目を掲載した
URLURLを掲載し，協力を依頼を掲載し，協力を依頼

実施期間：実施期間：2004.3.12004.3.1～～3.143.14
調査開始時点の「はてなダイアリー」登録調査開始時点の「はてなダイアリー」登録
ページ数はページ数は28,54128,541件件
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調査項目調査項目

ウェブ日記・ウェブ日記・ウェウェブログ執筆状況ブログ執筆状況

同・執筆動機や効用同・執筆動機や効用

パーソナリティ・個人特性パーソナリティ・個人特性

ツール等の利用経験ツール等の利用経験

回答者の基本的属性回答者の基本的属性
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結果：回答者の属性結果：回答者の属性

有効回答数有効回答数 11421142

(100)(100)(1.31)(1.31)(5.87)(5.87)(29.68)(29.68)(52.71)(52.71)(10.42)(10.42)
1142114215156767339339602602119119

合計合計

(100)(100)(0.28)(0.28)(5.85)(5.85)(29.81)(29.81)(54.32)(54.32)(9.75)(9.75)
3593591121211071071951953535

女性女性

(100)(100)(1.79)(1.79)(5.87)(5.87)(29.63)(29.63)(51.98)(51.98)(10.73)(10.73)
783783141446462322324074078484

男性男性

50504040303020201010 合計合計

年代年代
性別性別
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ウェブログのウェブログの44タイプタイプ

------------------------12.112.113.313.3理由なし理由なし

36.336.347.147.134.334.39.99.923.123.1公開日記公開日記

32.732.715.715.722.122.111.911.914.314.3狭義の日記狭義の日記

21.221.228.528.519.419.418.718.724.124.1日誌日誌

888.78.724.324.347.447.424.424.4備忘録備忘録

菅原ら菅原ら村田村田本研究本研究22本研究本研究11KawauraKawaura

本研究1：「ウェブ日記・ウェブログを書く理由」を5つの文章から選択
本研究2：自身のウェブ日記・ウェブログが4タイプのいずれに属するか選択
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ウェブログ度指標による分類ウェブログ度指標による分類

55項目の得点を合計してウェブログ度指標を算出項目の得点を合計してウェブログ度指標を算出

–– 記録単位：記録単位：11日付～トピック日付～トピック55
–– 記録内容：記録内容：11個人的～社会的個人的～社会的55
–– 分類カテゴリ：分類カテゴリ：11不要～必要不要～必要55
–– 他サイトへの言及：他サイトへの言及：11不要～必要不要～必要55
–– 作者プロフィール：作者プロフィール：11不要～不要～55必要必要

–– 得点が高い方が得点が高い方が
情報的ウェブログ度情報的ウェブログ度傾向が高い傾向が高い

345345under11under11
低低
群群

4244241212～～1414
中中
群群

373373over15over15
高高
群群

人人
数数

ブログ度ブログ度
得点得点



KSPKSP研究会研究会 --JuneJune-- 3939

ウェブログ度別の作成者の意識ウェブログ度別の作成者の意識

40.660.974.0 情報に興味

59.439.126.0 人間に興味

低群中群高群

自分の日記・ウェブログへの読者の興味に関する認知

42.660.964.3 情報に興味

57.439.135.7 人間に興味

低群中群高群

他の日記・ウェブログを読む際の興味
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CMCCMCに関する私の研究・実践史に関する私の研究・実践史

ウェブ日記とは何かウェブ日記とは何か

––歴史的経緯・先行研究の結果歴史的経緯・先行研究の結果

ブログの登場ブログの登場

–– ウェブ日記との異同・新しい側面ウェブ日記との異同・新しい側面

33月実施の調査研究の概要紹介月実施の調査研究の概要紹介

今後の予定とまとめ・展望今後の予定とまとめ・展望
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継続意向の因果モデル継続意向の因果モデル

ウ
ェ
ブ
ロ
グ
の
も
つ

心
理
的
効
用

ウ
ェ
ブ
ロ
グ
作
成
に

関
す
る
満
足
度

ウ
ェ
ブ
ロ
グ
の

継
続
意
向

自己開示と他者からの被理解に関するモデル
情報提供と他者との知識共有に関するモデル
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キーワードキーワード

個人を読み解く手がかり個人を読み解く手がかり

––自己開示自己開示＋情報提供と獲得＋情報提供と獲得

––欲求・フィードバック・満足のサイクル欲求・フィードバック・満足のサイクルはは
同じ同じ

––因果モデルの検討因果モデルの検討

コミュニティを読み解く手がかりコミュニティを読み解く手がかり

––上記サイクルを基盤とする上記サイクルを基盤とする互酬性互酬性
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その他その他

応諾者を対象とした，ウェブログのタイプに関応諾者を対象とした，ウェブログのタイプに関
する自由記述による追加調査（済）する自由記述による追加調査（済）

回答者のウェブログの内容を回答者のウェブログの内容を1010日～日～22ヶ月分ヶ月分

記録したデータに基づくテキストマイニング分記録したデータに基づくテキストマイニング分
析（準備中）析（準備中）

質的側面から見たウェブログ度の検討質的側面から見たウェブログ度の検討



KSPKSP研究会研究会 --JuneJune-- 4444

ウェブログの現在ウェブログの現在

RSSRSSを利用したソーシャルネットワーキング・を利用したソーシャルネットワーキング・

コミュニティの誕生コミュニティの誕生

–– OrkutOrkut
–– GreeGree, , MixiMixi, etc, etc……

基本的に実名基本的に実名&&顔出しありのコミュニティ顔出しありのコミュニティ

匿名性を重んじる「ウェブ日記」時代とはやや匿名性を重んじる「ウェブ日記」時代とはやや
異なる展開異なる展開

情報共有による知識創発への期待情報共有による知識創発への期待


